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第Ⅱ部 まとめ １

１回目から８回目までの講義の

重要部分を抜き出してあります。

これからの情報化社会で、個人の力を

存分に発揮する上で必要なことがらを

述べています。



各回テーマ間の関連
⑭情報化社会の未来像

④コンピュータ ⑤ネットワーク

⑥インターネット
⑦システム開発

の現場

⑪情報技術の公共利用

⑫情報化の光と陰

⑬情報化社会の倫理

⑧情報技術の
活用方法

⑨情報の
整理術

⑩ホームページの
作り方

①情報化の現状
（家庭）

②情報化の現状
（企業）

③情報化社会の
最先端

（基盤技術）

（現状）

（課題、考慮点）

（将来）

（ＩＴリテラシ）



当科目を学ぶ目的

第二に、あふれる情報をいかにして自分に役立てるかその方法を身につける。

第三に、望ましい暮らしやすい情報化社会とはどういう社会なのかを、

自分自身で考える力を養うことにあります。

第一に、情報技術によりどのように社会が変わるのかを理解すること。

インターネットを代表とする情報技術の発展により高度
な情報化社会が始まろうとしています。

情報技術（ＩＴ＝アイティ＝Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）とは、

・情報処理機器（コンピュータなど）と通信を有効に使って、

・情報を作成、処理、分析、表示、蓄積したり、伝える技術である。



なぜ情報技術を身につける必要があるのか
（つまり、なぜコンピュータが使えるように

ならなければならないのか？）

（例示） 以下ができるとできないとでは大きな差が出る。

・思考の道具（情報収集、考えまとめ、文書作成、発表・・・）

・作業の能率が上がる（集計、並び替え、グラフ作成、写真配布、宛名書き・・・）

・コミュニケーションが進む（メール、電子会議、掲示板、オンラインアルバム・・・）

・個人が情報発信ができる（ホームページ、ブログ・・・）

・創造的な作品を作る道具（デザイン、ポスター、ＣＧ、アニメ、音楽、小説・・・）

・活躍の場が拡がる（女性の起業、社会貢献・ボランティア、ＮＰＯ活動・・・）

・ビジネスチャンスが拡がる（ネット商店、ＳＥ、プログラマ、ＳＯＨＯ、ＨＰ制作・・・）

・安く作ることができる（年賀状印刷、名刺印刷、案内状印刷・・・）

・便利な手段が使えない （住民登録、パスポート申請、納税申告、電子入札、

オンラインショッピング、ネットオークション・・・）



なぜ情報技術の仕組みを知る必要があるのか

従来の製品であれば、原理を知らなくても使いこなせたが
（テレビ、電話、オーディオ、洗濯機、冷蔵庫、クルマ・・・）

知らないと使いこなせない。

（理由）

・ネットワークにつながるパソコンは、いろいろな用途に使える。

（プログラムを取り替えたり、作れば、用途を際限なく拡張できる）

（何に使えるかを考えるには、何ができるか、その可能性を知る必要がある）

・自分が被害者になる恐れがあり、予防策を講じる必要がある。

（ウィルス、個人情報流出、盗聴などに対抗するには、仕組みを知ること）

・自分が加害者になる恐れがあり、使用上のルールを守る必要がある。

（ウィルス流布、個人情報の保護、著作権の侵害、ネチケットの遵守）

・パソコンの用途が広がれば、障害発生時に、自力で直す力が必要。

（たまに故障するが、スグに直せなければ仕事が止まる）

・ＩＴを使えば社会がどんなに良くなるかを考え、提案できるようになる。



情報化社会とは
• 定説は無いが、普通には、

・経済、政治、文化、教育、日常生活など

・さまざまな領域に高度な情報技術が浸透し

・大きな変化がもたらされる社会

どのような社会？

情
報

情
報
技
術

・暮らしやすい社会

・監視型の社会

・

・



情報化社会の要素

書類

本

映像

音楽

意見

記録

モノの情報

・・・・・

携帯電話

情報家電

プログラム

データベース

コンピュータ

光ファイバー

ブロードバンド

・・・・・

より良い

情報化社会

情報 情報技術

使い易いＩＴ

公正な制度

リテラシー向上

改革



情報技術基盤の進展

機械の制御 歯車 ＩＣ

情報の媒体

伝達手段

紙 ディスク

郵便 電話 人工衛星光ファイバー

電子メール



ＩＴの性能の向上
・記憶容量

５１２メガバイト（ＭＢ）＝ ５．１２億文字の英数字を一時記憶できる

１００ギガバイト（ＧＢ）＝１０００億文字の英数字を永久記憶できる

（約７００年分の新聞記事が入る）

・計算スピード

３ギガヘルツ（ＧＨｚ）＝ １秒間に３０億回のスピードで計算できる

（人間では、足し算で、９５年かかる）

・通信速度

１００メガビット（Ｍｂｉｔ）＝１秒間に１億ビット＝１秒間に１２５０万文字伝送

（１秒間に１ヶ月分の新聞記事を送る）



４つの言語

現在では、社会に出れば４つの言語が必要

自然言語（日本語、外国語）

人工言語（ＩＴ用語、ＩＴ操作）

会計言語（簿記・会計）

専門言語（専門領域の用語）



ＩＴリテラシ（ＩＴの素養）

従来の素養

・読み、書き、そろばん、話す、教養

自分で学習ができる

社会で役に立つ

情報技術リテラシ（ＩＴリテラシ）

＜狭義＞

・コンピュータを操作できる

＜広義＞

それに加えて、

・情報ネットワークを活用して、

・必要な情報を収集･整理・加工・分析し、

・本質をつかんで情報を発信できる能力。

・ＩＴを技術として管理、評価できる能力。

他国に追随型の社会

先頭ランナー型の社会



集中力
• 集中力が全てを制する

・自分が必要と思うことには、集中できる

・自分が興味をもつことには、集中できる

好奇心 興味がわく

必要と思う

集中力がでる

知る、好きになる

将来像を思い描く（自分、社会）



ベースのリテラシ

• 自分の考えを持つ（本を読む＝考える）

• 自分は、何がしたいかを考える力

• 文章表現の能力（構想力、構成、文書化）

• うそを見抜く力（マスコミに操作されない）

• 他人の権利を侵害しない態度

• 技術を評価して、何に使うべきかを考える力

上記があってはじめて「従来のリテラシ」 「情報技術リテラシ」を生かすことができる。



仕事のリテラシ

• 一時には、一つのことに集中する

• 立場を変えて考えてみる力（相手、お客）

• 考えを紙に書いて整理する

• 人との協調、チームメンバーシップ

• 問題解決能力（問題点→原因究明→解決策）

• 目標達成能力（目的→手段の連鎖発想）

上記があってはじめて組織での仕事ができる。



集中力
• 集中力が全てを制する

自分が必要と思うことには、集中できる

自分が興味をもつことには、集中できる

好奇心 興味がわく

必要と思う

集中力がでる

好きになる

将来像を思い描く（自分、社会）



家庭、個人のＩＴ普及

急速な情報技術の変化と、家庭への浸透。

①パソコンの普及

②インターネットの利用急拡大

③ブロードバンドの普及

④多機能携帯電話の普及

⑤勤務先の企業でも大半の業務がシステム化済み



何が変わったか
電子メール

Ｗｅｂサイトが充実

自分のＨＰ

検索エンジン

企業内のシステム化

ＯＬアルバム

ネットビジネス開始 ショッピング

ホームページ作成

ネット証券etc

ニュース

統計資料

デジタル書籍

掲示板

eラーニング

ﾈｯﾄｻｰﾌｨﾝ

Ｅ－ｍａｉｌ

携帯メール

資料作成 多様なソフト

コミュニケーションが密になった

個人が情報発信できるようになった

情報の入手が早くて、容易になった

買い物の範囲が拡がった

企業の業務の効率化、合理化
迅速化、品質向上

（個人の業務密度が濃くなった）多くのｼｽﾃﾑ

学習の機会が増えた

（いつでも、どこからでも）

（権力、設備なくとも可能）

（いつでも、どこでも）



企業システムの重点

・業務の効率化、生産性向上

・納期短縮

・品質向上

・コスト削減

・変化への対応力強化
・顧客ニーズへのすばやい対応

・部門間の連携強化

・海外シフトへの対応

・システム費用の削減

・業績拡大への直接的な貢献
・顧客の確保、利益拡大、技術革新

・ノウハウの継承・蓄積・活用

・効果大の基幹業務のシステム化

（開発、生産、販売、購買、物流）

（各システムは独立傾向）

～１９８０年代

１９９０年代

２０００年代

・商品開発期間短縮の支援

（製品情報のデジタル化、ＰＤＭ）

・各システムの連携、統合化（ＳＣＭ）

・情報の共有化（ＯＡ、ＥＲＰ、ポータル化）

・ダウンサイジング、ＮＷ強化

・先進ＩＴ技術の短期適用（アウトソーシング）

・インターネット技術の活用（販売）

・顧客対応の強化（ＣＲＭ、ＤＷＨ）

・新技術開拓の支援（仮想実験など）

・知識・知恵のデータベース化

１企業に１、２台

１部門に１台

１人に１台



企業システムの構成
① 複数のコンピュータを用途別に使い分け

・大型コンピュータ（基幹系システム、データベース）
・スーパーコンピュータ（複雑な科学技術計算用）

・中型コンピュータ（部門システム）
・専用コンピュータ（工場システム、物流システム）
・ワークステーション（開発部門の技術者用）

・パソコン（オフィスでは一人一台に設置）

② 全てのコンピュータをネットワークに接続

・出先、取引先とは専用線で接続（ＶＰＮ）

・海外の出先、工場、取引先とも専用線で接続

・顧客、消費者、社会とは、インターネットで接続



企業システムの構成事例
出先基幹系サーバー

（開発～販売）

メールサーバー

Ｗｅｂサーバー

データベース
サーバー

通信サーバー
基幹ＬＡＮ

工場／物流サーバー Ｐ
Ｐ

海外工場
インターネット（世界中）ＬＡＮ

部門サーバー

Ｐ

Ｐ

ＬＡＮ

ＶＰＮネット（取引先）

部門サーバー

Ｐ

Ｐ

ＬＡＮ

ＬＡＮ

ＬＡＮ

部品メーカー

ＬＡＮ

販売店

ＬＡＮ 銀行

ＬＡＮ 商社

ＬＡＮ

Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

ファイヤウォール
専用回線

（一般利用者のパソコン）

スーパー
コンピュータ

ＬＡＮ
運輸

海外出先

海外取引先

Ｗｅｂ用



今までの状況
• 企業では、１９６０年から４０年かけて、

ほぼ全領域の業務の情報システム化ができた。

• 家庭、個人では、１９９５年、インターネット普及とブロー

ドバンド化により、利用環境が整い、急速に進んだ。

（ただし、用途の広がりはこれから。）

• 公共的な領域は、今から進めようとしている段階

（ ｅ－ジャパン構想はインフラ整備がねらい）

企業
家庭、個人

公共



企業中心に進んだ
• 企業では、不可欠の道具

・広範囲に情報化が普及したが、適用拡大により
・逆に情報システムの障害が社会問題に発展

（銀行のＡＴＭ・振替、交通、流通・・・）
・消費者との間にも利用拡大（電子商取引）

• 家庭、個人では便利な道具
・パソコンマニア→パソコン通信→ワープロ
→インターネット→携帯電話利用 と急拡大

（文書作成、コミュニケーション、知る、情報発信）
• 公共では、競争がなく、一部の利用にとどまる

・組織内での利用は進んできたが（給与計算・・・）
・住民との関係は、資料の広報レベル
・とくに、医療、福祉、教育への適用の遅れが目立つ



周回遅れがトップ

• 農村の進んだＩＴ活用

• ＩＴ特区の沖縄県

• システム化を徹底した医院

情報技術の持つ潜在的なパワーを

徹底的に活用すれば、

情報技術の活用面で、

周回遅れの領域が、トップに立てる。



教育が変わる

• ＩＴ教育

• ｅ－ラーニング

初等教育からのＩＴ教育が重要となる。

個人に合わせたきめ細かい教育が可能。



ＩＴ教育の課題と対応策

・上記課題への対応がすすめば、

ビジネスとして充足が進む

ソフト不足

コンテンツ不足

・教員養成、研修コース

・教員の負担軽減（学校事務のＩＴ化）

・ボランティアの受入体制

・ＩＴプロバイダの活用

ＩＴ教員不足

・教員１人１台配備、ＩＴ教室

・寄付の促進（機器、ソフト）

・通信費用の無料化（教育用）

ＩＴ予算不足

（参考） （社）日本教育工学振興会のＷｅｂページ



仕事が変わる

• 在宅勤務

• アイデアが勝負

• 成功する起業家

情報技術の力により、

個人の仕事のしかたが変わり

アイデア次第で活躍の場が拡がる



製造、流通が変わる

• 受注～出荷期間の短縮

・在庫保管よりＩＴ活用が効果大

• 製造現場の無人化

・材料供給～積荷までのフルカバー

• 拡がる電子商取引

・カスタム化実現、仮想店舗

• ＩＣタグの活用

・生産履歴、無人レジ

企業では、仕事のスピードアップ、効率化。
商取引では、個人を巻き込むかたちで、情
報技術の利用が進む。



コンピュータが変わる

• ウェアラブル端末の応用

• グリッド・コンピューティング

• デジタル家電

・企業で使うコンピュータの進歩は当然あるが、

・不可能であった大型科学への応用が可能。

・また、デジタル家庭電器とつながる



パソコンとデジタル家電
・パソコン／デジタルテレビは、いずれ同一の機器になる。（同じ機能を持つ）

・ネットワークで結べば、どこからでも、いつでも操作が可能となる

・従来のコンテンツをデジタル変換する必要がある（カセット、ビデオ、ネガ、８ミリ）

（将来のイメージ）

携帯機器

家庭サーバー

・過去全てのＴＶ番組

・全ての音楽、映画

・全ての資料

・全ての図書

・操作マニュアル類なども

防犯機器

掃除機

洗濯機

・異常時は、 １１９、携帯に自動連絡

・コンテンツが充実すれば、録画、録音、
資料保管、図書保存は無用になる

（索引のみパソコンに残す）
・家電製品は、集中制御が可能となり、
外出時でも指示できるようになる。

・声で操作ができる。冷蔵庫

音響

電子レンジ

エアコン

テレビ

パソコン

ペットの餌やり

無線ＬＡＮ

（ブルートゥース ）

インターネット

現在

介護機器

医療機器

将来のコンテンツ



携帯電話が変わる

• 携帯電話の発達

• 第３世代以降の携帯電話

• 携帯電話の応用例

会話、メール、情報検索のほかに、

社会的に意義が大きな利用方法が始まる。

（携帯電話機を動かすＯＳは、未だ、激しい競争の最中。

・Symbian （英国）、Windows Mobile OS（ＭＳ）、

Palm、Linux、TRONなど ）



効果は適用先で決まる

ＩＴの適用先（アプリケーション）
（アプリケーション＝何に使うのか？）

コンピュータの技術
（コンピュータ、パソコン、画面、プリンター）
（ＯＳ、プログラム言語、画像処理、圧縮 ）

通信の技術
（通信プロトコル、通信装置）

要素技術
（素子、ＩＣ、液晶、光レーザー、インク、ケーブル、電池、製造装置、コスト・・・）



ＩＴは、社会変革の可能性をもつ

企業中心のＩＴ利用

個人のＩＴ利用拡大

新しいＩＴ利用

・コンピュータ

・ネットワーク

・業務効率化

・インターネット

・コミュニケーション

・便利さ

・情報収集

・社会変革の可能性

（政治、環境、戦争）

（エネルギー、食料、医療）

（労働、住まい、高齢化）

（新技術開発）

１９６０年～ １９９５年～ ｘｘｘｘ年～



コンピュータの発展経緯

・BPR、ＣＡＬＳ、EC、ＥＲＰ、

ＳＣＭ、ＣＲＭ、ＣＦＡ

・ｺﾗﾎﾞﾚｰｼｮﾝ（ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱ、

ﾜｰｸﾌﾛｰ、DWH)
・教育、趣味

・ﾀﾞｳﾝｻｲｼﾞﾝｸﾞ(C/S)
・LAN、Windows、ＥＵＣ

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ、言語Ｃ、ｊａｖａ

・高速大容量通信（ＢＢ）

１９９０～

・SIS（戦略情報ｼｽﾃﾑ）

・CIM（統合化）、QR
・ＶＬＳＩ、

・ＵＮＩＸ、WS／ﾊﾟｿｺﾝ(32ﾋﾞｯﾄ)

１９８０～

・データベース

・オフィス･システム（ＯＡ）

・商品設計（ＣＡＤ）

・ＬＳＩ（Ｓ／３７０・・）

・ﾏｲｸﾛ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ(4bit)
・言語COBOL、FORTRAN

１９７０～

・事務計算（ＥＤＰＳ）

・オンライン（国鉄、航空）
・ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ、
・ＩＣ（ＩＢＭ Ｓ／３６０）

１９６０～

・主として科学技術計算・真空管（ＥＮＩＡＣ・・・）１９４６～

適用業務領域情報技術

第１世代

第２世代

第３世代

第３．５世代

第４世代



コンピュータ科学の巨人たち

１９４８年、ＭＩＴ、クロード・シャノン 「情報理論」 情報を０、１で表す

１９４７年、ｖｏｎ Ｎｅｕｍａｎｎ、「プログラム内蔵方式」

１９５８年、ＴＩ社、キルビー、ノイス 「ＩＣ（集積回路）」

１９世紀、Ｇｅｏｒｇｅ Ｂｏｏｌｅ、「ブール代数」 論理回路の基礎理論

１９４８年、ベル研究所、ショックレー、バーデン、ブラッテン 「トランジスタ」

１９７１年、インテル社、テッド・ホフ、嶋正利 「マイクロプロセッサ」

１９６８年、ＡＲＰＡ、エンゲルパート 「パソコンＯＳ」 アイコン、マウス

１９６９年、ＡＲＰＡ、 「ＡＲＰＡネット」 インターネット

１９７０年、ＩＢＭ社、Ｅ．Ｆ．Ｃｏｄｄ 「データベース理論」 関係モデル

１９８９年、ＣＥＲＮ、Ｔ．Ｂ．Ｌｅｅ 「Ｗｅｂ理論」 ＷＷＷを考案

理
論

部
品

応
用



普及の四大トリガー

• オンラインシステム

－基幹業務のスピードアップ

• データベースシステム

－基幹業務品質の向上、重複業務排除

• パソコン

－オフィス業務全般の合理化

－システム利用範囲の拡大

・ インターネット

－システムの大衆化

企
業
向
け

個
人
向
け



性能と利用のアンバランス
• 短期間で急速に性能が向上

・最初の電子計算機ＥＮＩＡＣから、
わずか５０年間で、数億倍の性能向上

・現在も、急激なスピードで開発中（早く、小さく、安く）

• 普及が急激である
・普及が始まった１９６０年代から４０年で企業に一巡
・２００３年のパソコン出荷台数は、１億５０００万台

• 用途の普及には、長期間が必要である
・システム開発とデータ作成・入力は人手で行う

（開発したプログラムとデータが無いとただの箱）

・ ネットワークにつながらないと用途が限定される
・しかも通信回線の利用には、継続的に費用が発生

• 家庭電器に比べて、故障が多い（対策が必須）
・機器、プログラム、通信の故障やデータミス、操作ミス

ムーアの法則
（１８ヶ月で２倍の集

積度）



コンピュータの種類

・大型コンピュータ（基幹系システム、データベース）

・スーパーコンピュータ（複雑な科学技術計算用）

・中型コンピュータ（サーバー、部門システム用）

・専用コンピュータ（オフィス、制御、ワープロ専用）

・ワークステーション（グラフィックス、多次元解析）

・パーソナルコンピュータ

・デスクトップ、ラップトップ（ノート）、サブノート

・パーム（ＰＤＡ，携帯情報端末）、リスト（手首）

・特化型パソコン （ゲーム機、携帯電話）

・組込み型 （設備・電器製品の制御、ＩＣタグ）

大きさは異なるが、原理は同じ



コンピュータと他製品の違い

• ソフトウェアを入替えるだけで、用途が無数

・人間の働きに近い

・計算、文書作成、テレビ、ゲーム・・・・・

• 他の製品では考えられないこと

・テレビで洗濯機の変わりは出来ん

・掃除機でテレビは見られない



ソフトウェアが必須

• ハードウェア
・コンピュータを構成する機器、装置のこと

• ソフトウェア
・コンピュータで処理・操作の対象となるもの
・狭義には、情報システムとか、それを

構成するプログラムを指す
（コンピュータがやるべき命令書）

・広義には、下記も含む
・データ
・ホームページの内容
・音楽、画像、動画など

コ
ン
テ
ン
ツ



ソフトウェアの分類
大きく分けて２種類がある。

基本ソフトウェア（ＯＳ）
・ＯＳ＝Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ Ｓｙｓｔｅｍ

・コンピュータの基本的な操作をするプログラム

・共通的で、複雑な装置制御などをまとめたプログラム

例示： ・同時に複数動くアプリケーションを、制御・監視する。

・利用者が指示した内容を、必要なプログラムに伝える。

・電源を入れたときに、始めの画面を表示する。

・マウスの動きをキャッチする。

応用ソフトウェア（アプリケーション）
例示： ・文書作成アプリケーション（メモ帳、Ｗｏｒｄ、一太郎・・・）

・表計算アプリケーション（ Ｅｘｃｅｌ、ロータス１２３、三四郎・・・）

・メールアプリケーション（ＯｕｔｌｏｏｋＥｘｐｒｅｓｓ、Ｂｅｃｋｙ・・・）

・インターネット利用アプリケーション（ＩＥ、Ｎｅｔｓｃａｐｅ・・・）

ＯＳ アプリケーション

入力

見る



補足：プログラムの種類

写真編集用のプログラム写真を編集する

ゲーム用のプログラムゲームをする

計算用のプログラム複雑な計算をする

インターネット用のプログラムインターネットを使う

メール用のプログラムメールを送受信する

表計算用のプログラム表の計算をする

文書用のプログラム文書を書く

ＯＳというプログラムコンピュータを動かす



ＣＰＵがコントロールタワー
・ＣＰＵが、命令書（プログラム）を受け取り、１行ずつ、各装置に実行を指示。

プログラム
（命令書）
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・
・・・・・・・

Ｃ
Ｐ
Ｕ
（中
央
処
理
装
置
）

ディスク フロッピー

ディスプレイ プリンタマウス スキャナー

モデム ＣＤ、ＤＶＤ マイク デジカメ

メモリー 外付ディスク



６４ビットマシン
・CPUが、内部で一度に処理できる量が６４ビットの意味

・８ビット、１６ビット、32ビット、64ビット、１２８ビット各種

・64ビットCPUは、

32ビットCPUが2度に分けて行う計算を一度に処理

できるので、処理性能が飛躍的に向上

・但し、全ての対応ができていなと意味が無い
・制御装置、記憶装置、演算装置、バス、

・OS、ドライバー、アプリケーション

・大型コンピュータ、ワークステーション、一部のゲー

マシンから適用されている

・CPUで扱えるメモリー空間
・32ビットマシンでは、３２ｂｉｔｘ８本（メモリは４ＧＢ）

・６４ビットマシンでは、６４ｂｉｔｘ１６本（メモリは１８０億ＧＢ）

＝ 16E（エクサ）B（＝16×10億×10億バイト）



コンピュータにできること

基本的には、以下の４つしかない。
・複雑な計算も、これらを組み合わせている。

１） 加算 （減算、乗算、除算は、加算の組み合わせ）

２） 判別 （ある状態と同じか違うかの区別）

３） 記憶 （いつまでも覚えておく）
４） 記憶したデータの取り出しと移動

ただし、その実行速度、記憶容量が極めて大きい
１） １秒間に数十億回の実行
２） 補助記憶装置を使えば、無制限の記憶容量



「０ と １」の世界
１桁で２つのことを識別できる。→ｂｉｔ（ビット）という

０ １

００

２桁で４つのことを識別できる。

０１ １０ １１

３桁で８つのことを識別できる。

０００ ００１ ０１０ ０１１

１００ １０１ １１０ １１１

８桁では、２５６のことを識別できる。→ｂｙｔｅ（バイト）

・２８ ＝ ２５６

２つの数字ということで、
ｂｉｎａｒｙ（２つ）と

ｄｉｇｉｔ（数字）の造語



文字の表現法
コンピュータで扱うものは、全て０と１とからなるコードを
割り振って、 意味を持たせてある

① １バイト（８ビット）で英数字、特殊記号をあらわす---２８＝２５６

例示： A １１００ ０００１ a １０００ ０００１

B １１００ ００１０ b １０００ ００１０

数字0 １１１１ ００００ < ０１００ １１００

数字1 １１１１ ０００１ ( ０１００ １１０１

② ２バイト（１６ビット）で日本語の文字をあらわす---２１６＝６５,５３６

例示： あ ００１０ ０１００ ００１０ ００１０ （１６進数表示で ２４－２２）

ア ００１０ ０１０１ ００１０ ００１０ （１６進数表示で ２５－２２）

Ａ ００１０ ００１１ ０１００ ０００１ （１６進数表示で ２３－４１）

１ ００１０ ００１１ ００１１ ０００１ （１６進数表示で ２３－３１）

亜 ００１１ ００００ ００１０ ０００１ （１６進数表示で ３０－２１）



画像データの表現法
ビットマップ画像は、小さな点の集合として扱う画像。
単位は、画素（ピクセル、ｐｉｘｅｌ）、小さな正方形。

例示： １,２８０ｘ１,０２４＝１,３０５,６００（１３０万画素）
６４０ｘ ４８０＝ ３０７,２００（ ３０万画素）

ベクトル画像とは，座標と数式の組み合わせによって
直線や曲線を定義することで、画像を表現する。

例示：
直線や曲線の始点、終点の座標、および線幅、色指定。
円の場合は、中心座標、半径を情報とする。
拡大、縮小、回転、変形してもヒザギザにならない。



カラーの表現
・ Red，Green，Blueの3原色を混ぜ合わせることですべての色
を表現する「加色混合」という方法を用いる

・ ３原色の強さをそれぞれ８ｂｉｔ (２５６段階)の数値で指定し、

３原色の組み合わせにより８×３＝２４ｂｉｔで１６，７７７，２１６色
を区別できる。

黒 ＃００００００

白 ＃ＦＦＦＦＦＦ

赤 ＃ＦＦ００００

緑 ＃００ＦＦ００

青 ＃００００ＦＦ

色コードの例 （１６進表示） 色の種類



音声の表現法

• 音の波形を、デジタル化して、記録する

音波を合成 合成波の標本化

48Khzでは48,000本

時間軸

値

16ビットでは65536段階

値

時間軸

値の高さの量子化

（上記の例では、１秒間に４８，０００個の値が、６５，５５３段階の値で記録される。）
（圧縮技術は、ＭＰ３（ＭＰＥＧレイヤー３）が使われる。

参考： ＭＰＥＧ１ ＣＤーＲＯＭ（１．５Ｍｂｐｓ）
ＭＰＥＧ２ 放送（３～２０Ｍｂｐｓ）
ＭＰＥＧ４ 衛星、無線、携帯、ストリーミング



性能の見方

解像度

回転数

容量

処理速度

意味

１０２４ｘ７６８

１２８０ｘ１０２４

ドットディスプレイ

７２００rpm以上rpm内蔵ディスク

５１２ＭＢ以上ＭＢメモリ

１Ｇｈｚ以上ｈｚcpu
購入時のめやす単位装置

・通常、メモリ不足、ディスクの読み書きが遅いことが問題になることが多い。

・ＣＧ制作、ＣＡＤ利用、統計解析には、高性能が必要。

・デスクトップのほうが堅牢、ノート型は故障が多い。



コンピュータで使う単位

１兆テラＴ

千兆ペタＰ

１０億ギガＧ

百万メガＭ

千キロＫ

１秒間あたりのビット数ﾋﾞｰﾋﾟｰｴｽｂｐｓ

１秒間の交流の周波数

１秒間の処理回数

ヘルツＨｚ

８ビットの容量、長さバイトＢ

１ビットの容量、長さビットｂ

数値

用語

１兆分の１ピコｐ

千兆分の１フェトムｆ

１０億分の１ナノｎ

百万分の１マイクロμ

千分の１ミリｍ



補足：容量の単位

１０２４ ＧＢ （または１０００ＧＢ）１ テラバイト１ ＴＢ

１０２４ ＭＢ （または１０００ＭＢ）１ ギガバイト１ ＧＢ

１０２４ ＫＢ （２１０ＫＢ）１ メガバイト１ ＭＢ

１０２４ バイト （２１０バイト）１ キロバイト１ ＫＢ

• メモリの場合は、ＭＢまたはＧＢで数える

• ディスクの場合は、最近では、ＧＢで数える

（但し、メーカーによって、１ＧＢ、１ＴＢの数値が異なる）



（例示）記録に必要な容量

必要容量事例種類

３００ＫＢ～１ＭＢ２００万画素の

デジカメ

カラー写真

（圧縮後）

３，０００ＫＢ、

（３ＭＢ）

３分の音楽音楽

（圧縮後）

２，０００バイト、

つまり２ＫＢ

１，０００文字の
テキスト文書

日本語の文書

（全角）

１，０００バイト、
つまり１ＫＢ

１，０００文字の
テキスト文書

英数字の文書

（半角）



パソコンの系譜

ＰＣ／ＡＴ

マイコンキット
（ＭＩＴＳのALTAIR）

独自仕様のパソコン Ｄｉｇｉｔａｌのミニコン

ＰＣ／ＡＴ互換機
ＩＢＭ－ＰＣ互換機

ＤＯＳ／Ｖ

ＰＣ インテル、ＭＳ－
ＤＯＳ搭載

１９８１年
ＩＢＭ ＮＥＣ－９８

アップルのＭａｃ

日本のみ

１９７５年

１９８４年



パソコンＯＳの系譜

ＭＳ－ＤＯＳ

Ｗｉｎｄｏｗｓ

Ｗｉｎｄｏｗｓ９５

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ３．１

Ｗｉｎｄｏｗｓ９８ＳＥ

ＷｉｎｄｏｗｓＭＥ

Ｗｉｎｄｏｗｓ２０００

ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ４．０

ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ

ＯＳ／２

ＭａｃＯＳ

ＣＰ／Ｍ

ＭＳＸ
ＰＣ－９８ＯＳ

８６－ＤＯＳ

１９７４年

１９８１年

１９８６年

１９８２年

Ｌｉｎｕｘ

ＵＮＩＸ

１９６５年

１９７８年１９８０年

１９９３年

１９９６年

２００１年

Ｍｕｌｔｉｘ

１９６９年

新ＵＮＩＸ

１９７２年

ＭＩＮＩＸ

１９９１年



パソコン用語
• Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ（マッキントッシュ）＝りんごの種類→アップル社のパソコン
• アップル・コンピュータのロゴマーク

ｂｙｔｅ（バイト）→bite（かじる）＝りんごをかじる
• フロッピーディスク floppy disk

ｆｌｏｐｐｙ＝ぺらぺらな
• Ｂｉｔ（ビット）＝ｂｉｎａｒｙ（二つの）＋ｄｉｇｉｔ の合成語で

１か０を示す情報の１単位を示す。

・ Ｂｏｏｔ（ブート）＝馬にケリを入れる→パソコンの起動

• Ｃｌｉｃｋ（クリック）＝カチッという擬音→マウスをカチッと１回押し下げる
• ｃｕｒｓｏｒ（カーソル）＝走る人→入力位置をしめす棒

• Ｄｒａｇ（ドラグ）＝引きずり回す←－－－→ｄｒｕｇ（麻薬）は別物
• Ｄｉｇｉｔ（ディジット）＝指、→０から９までの数字

（昔のエジプトでは指の巾（１８．９ミリ））
・ ｈｙｐｅｒ（ハイパー） ＝ ｓｕｐｅｒよりもすごいの意味
・ ｉｃｏｎ（アイコン） ＝ ギリシャ正教の聖画像＝プログ
ラム機能を持つ絵文字

・ iｎｓｔａｌｌ（インストール）＝ 馬がゲートに並ぶ＝開始
できる状態



通信の特徴
• コンピュータ以前からある技術である。

・１８３５年、モールス信号機（有線）、１８９９年、無線通信

• コンピュータとは、別々に発展してきた。
・電信、電話、ラジオ、テレビ、ＦＡＸ、無線通信、移動体電話

・ コンピュータと結びついて、大きく技術が進歩した。
・コンピュータ同士が、通信回線を介してつながった
・データの伝送量が膨大であり、急速に技術進歩

• インターネットの普及により価値が増した。
・世界中の企業、家庭が、利用対象者となった

• 通信の障害は影響範囲が広く、法規制も多い。
・電気通信事業法、電波法、ＮＴＴ法、放送法、電気事業法

• 通信回線は、公道のようなもので、危険もある。
・便利さとともに、常に盗聴、侵入の危険と裏腹にある。

データ通信
（デジタル）



コンピュータとの結びつき
コンピュータ・ネットワークの経緯
１９６０年～ ＴＳＳ＝ｔｉｍｅ ｓｈａｒｉｎｇ ｓｙｓｔｅｍ

・企業、大学で高価な大型コンピュータに表示専用端末を接続し、

複数の人が同時に利用

１９７０年～ ＬＡＮ＝Ｌｏｃａｌ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ

・大型、中型コンピュータを構内の複数の多機能端末で利用

１９８０年～ ＷＡＮ＝Ｗｉｄｅ Ａｒｅａ Ｎｅｔｗｏｒｋ （交換機が介在）

・企業の各事業所構内のＬＡＮ同士を結んだ広範囲のネットワーク

１９８０年～ パソコン通信が出現 （電話回線を使用）

・個人同士が、パソコンを通じて、情報交換できた

１９９０年～ ｔｈｅ Ｉｎｔｅｒｎｅｔ（インターネット） （ルータで結ぶ）

・世界中のＬＡＮ、ＷＡＮを一つに結んだネットワークが誕生

・２０００年以降、インターネット利用者が爆発的に増加

（１９９７年末、８２００万人→→２００３年末、８億人）



データ通信網の種類
① 電話網 （４．８Ｋｂｐｓ～９．６Ｋｂｐｓ）

・アナログ専用線で、モデムが必要

② デジタルデータ交換網（最大４８Ｋｂｐｓ）
・アナログ信号への変換が不要

・回線交換網（回線交換機を使う）
・パケット交換網（パケット交換機を使う）

③ ＩＳＤＮ（６４Ｋｂｐｓ、１．５Ｍｂｐｓ）
・サービス統合デジタル網の意味
・電話、ＦＡＸ、データ通信を一つの網で使う

④ ブロードバンド（ＩＳＤＮより高速な網の総称）
・ＣＡＴＶ（ケーブルテレビ）、２５６Ｋｂｐｓ～１０Ｍｂｐｓ

・ＡＤＳＬ（電話回線使い高速化）、１．５～４５Ｍｂｐｓ
・光ファイバー（ＦＴＴＨ＝Ｆｉｂｅｒ ｔｏ ｔｈｅ ｈｏｍｅ）、１００Ｍｂｐｓ
・第３世代携帯電話のＩＭＴ２０００、最大２Ｍｂｐｓ

bps＝
1秒間の伝送ビット数

３Ｍｂｐｓ＝ＤＶＤ
並みの動画スト
リーム
６Ｍｂｐｓ＝ハイ
ビジョン並み



データ通信のための取り決め
コンピュータ同士の通信では、
基本的な約束ごとを決めておく必要がある。

① 情報をやりとりする時の手順
例示： 相手先を相互に確認しあう（モシモシＸさん？－－－ハイ、ソウデス）

スタートを合図する （準備ＯＫか－－－－ ハイ、ＯＫデス）

情報が届いたかを確認（届いたか－－－ハイ、届きましたよ）

送った情報を確認（情報Ａ、Ｂ、Ｃ送った－－Ａ、Ｂ、Ｃとも届いたよ）

② 情報の形式
例示： １行目は、タイトルを記入

２行目から、データの内容を記入

最後に、終わりのマークを記入

この①、②の通信の約束ごとを、通信プロトコルという。



インターネットのプロトコル

事実上の通信世界標準になっている。（ＴＣＰ／ＩＰ）
ＴＣＰ＝Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ

ＩＰ ＝Ｉｎｅｔｒｎｅｔ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ

ＬＡＮボードの送受信手順、形式、

ケーブル、コネクタ、デジタル信号の種類、

エラー検出などを規定

ネットワーク・

インターフェース層

第１層

通信経路（ルート）を選ぶ方法を規定インターネット層

（ＩＰ）

第２層

通信ソフトが通信を行うしくみを規定

（パケット作成の方法を規定。データを

分割し、誤り検出用データやパケット

番号のつけ方など。）

トランスポート層

（ＴＣＰ）

第３層

通信ソフトのサービス内容を規定

（ＳＭＴＰ、ＦＴＰ、ＴＥＬＮＥＴなど）

アプリケーション層第４層



インターネット発想の原点

ねらい：戦時下で通信回路の一部が切断されても、

全体の通信は支障なく動作すること。

そのためには：

・通信路が切れた場合は、別の通信路を使う。

（ルーティング機能＝通信経路選択）

・データ全部を一度に送らず、細切れでおくる。

（パケット通信機能＝効率、機密上で有利）



インターネットの定義

ＴＳＳ

ＬＡＮ ＬＡＮ

ＷＡＮ

ＬＡＮ
インターネット
（ネットワークの結びつけ）

（交換機
で結ぶ）

（ルータで結ぶ）

・世界的規模で、通信ネットワーク同士を結んだもの
・通信ネットワークのネットワークとも言う（通信網のひとつ）



ルーターの役割
• データのあて先に向かう複数のルートから、
一つのルートを選択する装置

・ルートテーブルを逐次たどって、目的のアドレスに到達。
・学習機能があり、常時、アドレスが更新維持される。
・空いている回線を優先的に使用する。
・ルーター間で情報交換して、障害を知らせる。

• 世界に１３台のルートサーバーを設置。

ルーターＡ

ルーターＢ

ルーターＣ
ルート・テーブル

アドレス１：ルーターＢへ
アドレス２：ルーターＣへ

データ＋アドレス

アドレス１

アドレス２

ルーターＤ

ルーターＥ

ルーターＦ

ルーターＧ



データの運び方

データをパケット（小包）という単位に分けて送る。
（元のデータ）

あて先アドレス 発信元アドレス データ

（パケット）

あて先アドレス 発信元アドレス データ１

あて先アドレス 発信元アドレス データ２

あて先アドレス 発信元アドレス データ３

Ａ１

Ａ２Ａ３

Ｂ１Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４
Ａ４

Ｂ５
Ａ５Ａ６

Ｂ６

Ａ２

Ａ２

Ａ３

Ａ１ Ａ４Ａ３ Ａ６Ａ５

Ａ１



プロバイダーの役割
• いろいろなＷＡＮ、ＬＡＮと同等に個人・企業が
インターネットを利用するために存在

・インターネットにつなぐ役割

・インターネットのサービスを提供する

プロバイダ（ＩＳＰ）
正式には、インターネット・サービス・プロバイダという。

プロバイダの事例
ＹａｈｏｏＢＢ、 ＠ｎｉｆｔｙ、Ｐｌａｌａ、ＯＣＮ、ＤＩＯＮ、ＢＩＧＬＯＢＥ、
ＭＳＮ、ＡＳＡＨＩ、Ｓｏｎｅｔ、ＨｉｰＨＯ、ＷＡＫＷＡＫ、 ・・・・



インターネットの良さ

• 場所が自由－－－どこにいても利用できる

• タイミング自由－－好きな時間に利用できる

• 国境が無い－－ーどこへでも行ける

• 網羅性－－－－－幅広く情報を集めることができる

（専門資料、興味）

（個人が企業並みにできる）

（ショッピング、趣味）

• 速報性－－－－－新聞、テレビ、書物より早い



インターネットでできること
情報の送付

① ファイル転送 （ファイルを送る。ＦＴＰ プロトコルを使用。）

サーバーの利用
② 端末からサーバーを使用 （サーバーにログイン。ＴＥＬＮＥＴ プロトコル。）

コミュニケーション

③ 電子メール （送信ＳＭＴＰプロトコル、受信ＰＯＰ３プロトコル）

④ 電子掲示板 （ｅｌｅｃｔｏｒｏｎｉｃ Ｂｕｌｌｅｔｉｎ Ｂｏａｒｄ Ｓｙｓｔｅｍ）

⑤ メーリングリスト （メールが登録者全員に送られる。研究所、同好会。）

⑥ 電子会議室 （見識が必要。相互に投稿する。ＮＮＴＰプロトコルを使用。）

・ニュースグループともいう（ｆｊ． Ｔｎｎ． Ｊａｐａｎ． Ｃｏｍｐ．・・・・・）

⑦ チャット （文字の送受信によるリアルタイムのおしゃべり）

情報の利用

⑧ ＷＷＷの利用 （ホームページの利用。ＨＴＴＰプロトコル。 ）

（Ｗｅｂｌｏｇ（Ｂｌｏｇ）＝日記に評論、リンクを加えたもの。）



ブロードバンドの普及

情報の利用 ① ストリーミング動画配信

② 音楽配信、映像配信

コミュニケーション ③ インターネット電話（ＩＰ電話）

通信技術 ④ インターＶＰＮ（仮想の専用通信路をつくる技術）

ブロードバンドの普及で、さらにできることが拡がっているが、

今後は、技術革新以上に、せっかくの技術を

何に利用するかが重要ポイント

現時点では従来あったものの置き換え型の利用に過ぎない。



電子メールのしくみ

インターネット

サ
ー
バ
ー

サ
ー
バ
ー

サ
ー
バ
ー

サ
ー
バ
ー

サーバー

いずれも、メールサーバーを介してつながっている

企業

学校

家庭

携帯電話 パームトップ



メールには、２種類のサーバーを使用

メールボックス
（送信用）

メールボックス
（受信用）

プロバイダＡ の
送信メールサーバー

プロバイダＢ の
受信メールサーバー

①送信

④インターネット（ルーターが経路を選ぶ）

⑤取りにゆく

送信者Ａ

受信者Ｂ

ＳＭＴＰサーバー

ＰＯＰサーバー

メール用のソフト

220.209.183.74 
③ＩＰアドレスを知る

②ドメイン名を送付
mb.infoweb.ne.jp

ネーム管理
サーバー

Simple Mail Transfer Protocol

郵便局

私書箱

Post Office  Protocol

（ＤＮＳ）

⑥受信

・ MS OUTLOOK Express
・ MS OUTLOOK
・Becky
・Eudora･････



ＷＷＷとは
ＷＷＷの意味

・Ｗｏｒｌｄ Ｗｉｄｅ Ｗｅｂ （世界的な拡がりをもつクモの巣、網状のもの）

・世界中のコンピュータに収納されている情報が、クモの巣のようにつながる。

・一つの巨大な図書館のようになっている。

Ｗｅｂページのしくみ
・「ホームページ」というのは、Ｗｅｂページの最初のページの意味。

・各Ｗｅｂページは、相互につないで見ることができる。

・ハイパーリンクは相互につなぐ方法のこと。

情報の在りかをＵＲＬというアドレスをもとに見つけに行く

Ｗｅｂページの閲覧ソフト
・ブラウザ（閲覧ソフト）

・1993年,ＮＣＳＡのＭｏｓａｉｃが最初のソフト（イリノイ大学生、アンドリーセン）

・Ｎｅｔｓｃａｐｅ Ｎａｖｉｇａｔｏｒ、ＩＥ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ Ｅｘｐｌｏｒｅｒ）、Ｏｐｅｒａ

・Ｍｏｓａｉｃ以降、はじめてグラフィックデータの扱いが可能となった。



ＷＷＷを支える技術
Ｔｉｍ Ｂｅｒｎｅｒｓ Ｌｅｅが考案

（1989年、イギリス人、ＣＥＲＮ勤務（欧州素粒子物理研究所））

・研究者の持つ情報共有化がきっかけ。

・以下の３点を考案

１）共有情報は、共通の方法で作成

→ＨＴＭＬ （データ記述用の言語）

２）情報の所在地を共通の方法で指定する

→ＵＲＬ （アドレスの表記法）

３）情報の転送方法を共通に決める

→ＨＴＴＰ （Ｗｅｂページの転送プロトコル）



ブラウザー
ブラウザー

・サーバーから「ＨＴＭＬというプログラミング言語で書かれたプログラム」を

取得して、プログラムどおりにディスプレイに表示する役割をはたす。

例示：

サーバー

ディスプレイブラウザー

ＨＴＭＬファイル１ ＨＴＭＬファイル要求

ＨＴＭＬ１の取得

図１の要求

図１の取得

パソコン

図１

Ｍ社の新車紹介
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

Ｍ社の新車紹介
・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・



ハイパーリンク
Ｗｅｂページ内、他のＷｅｂページを結びつける方法で、

その指示に従って、どこにでも飛べる。

サーバーのＷｅｂページ パソコンのディスプレイ

△△△△△
ラベルＡ

○○○○○
ＵＲＬ２

△△△△△
ラベルＡ

○○○○○
ＵＲＬ２

ＵＲＬ１

（国内）

ＵＲＬ２

（海外）

ラベルＡ

ページ３

１ページ目

２ページ目

３ページ目



インターネットサービスの分類
ブロードバンドを使用するインターネットの普及
により、多くのインターネットサービスが出現したが、
まだまだ利用部分が少ない。

仮想店舗
（既存商店）

（デジタル書籍）
（教育コース）

（着メロ、ゲーム）
（音楽、映画）

（広告、調査、人材派遣）

無料の情報提供
（ニュース、お天気）

（統計資料、レポート、提言）
（辞書、デジタル書籍、講義メモ）

（イラスト、写真、美術品写真）
（ラジオ番組、テレビ番組）

場所の提供
（仮想商店街）

（オークション）
（マーケットプレイス）

公共サービス
（住民票発行）

（ビザ申請）
（税務申告）

プロバイダ
（メール、掲示板、会議室、ＭＬ、ＨＰ設置）

通信回線事業

ポータルサイト（検索エンジン、ＵＲＬ登録簿）

ドメイン名、認証局機器供給 ＯＳ、ミドルソフト供給 プログラム供給

通信回線の再販

レンタルサーバー

イ
ン
フ
ラ

利
用
部
分



インターネットの問題点
①確実性

・通信障害で止まる（停電、負荷ピーク、故障）

・情報伝達が、確実でない（ｂｅｓｔ ｅｆｆｏｒｔ）

②安全性、信頼性

・道路に面した家と同じで、外部からの侵入がある

・システムの破壊、個人情報流出の危険性

③デジタルデバイド

・使える人と使えない人の差が大きい
・お金がかかる、操作が面倒、英語力が要る

④悪徳商法
・詐欺、掲示板での誹謗中傷、迷惑メール、なりすまし

（詳細は、第１２回、「情報化の光と陰」を参照のこと）



誰が開発しているのか

シ
ス
テ
ム
開
発
要
求

プログラマ

プログラム製造

システム
デザイナ

システム設計

建築設計士に相当 大工さんに相当

システム稼動

オペレータ

（デザイナ＋プログラマ＋オペレータ＝システムエンジニア＝ＳＥ）

・全て、人が考えたことを基にして、

・人手によりシステムを製造している。



企業システムの開発方法

• システムが対象とするもの

－人、組織の活動------各業務の遂行

－機械の制御-----------電子機器/機械/設備

・ 人、組織の活動

－主活動 （開発、購入、製造、物流、販売）

－支援業務（経営、財務、人事、システム）

• 導入方法

－Ｍａｋｅ／ Buy ／ アウトソーシング

• 利用部門との共同作業

－プロジェクトを組織する



開発工程

システム企画

要件定義 （要求分析）

外部設計

内部設計

製造／テスト

統合ﾃｽﾄ／移行

運用／保守

開発の全体プロセス

新業務設計

新業務完成

Ｐ．ドラッカー

『システムとは、智恵の限りをつくして、

体系的な分析をおこなった上で、

仕事の再編成を行うことである。』



情報システムはアミダ
プログラム上のわずかなミスが命取り （１つもミスできない世界）

出
発

ゴ
ー
ル

出
発

ゴ
ー
ル

１つのミス



ＩＴ社会は、ＳＥが支える

情報化社会

システム・エンジニア

２０００年問題

サーバーテロ

オンライン停止

通信障害

情報漏洩

ウィルス

フィッシング

スパイウェア

デジタルデバイド 破壊・改竄

・新ＩＴ技術開発
・情報システム開発運用



・アイデア発想法

・つめ込む（ネタ、ルート、媒体）

・絞り込む（重点、重要）

・体系化 （関連付け、構造化）

・追加する（話す、人から）

・５Ｗ３Ｈで発想する

・Ｗｈｙ、Ｗｈａｔ

・Ｗｈｅｎ、Ｗｈｏ，Ｗｈｅｒｅ

・Ｈｏｗ ｔｏ

・Ｈｏｗ ｍｕｃｈ

・Ｈｏｗ ｍａｎｙ

アイデアの出し方



目的発想法----（村上 哲大氏）

・目的を決めて、その達成手段を考える。（機能分析）

・問題点を見つけて、その原因を探る。（因果分析）

売上拡大

商品を揃える 店舗を増やす 売れる価格を設定

利益を増やす

売上拡大 価格を上げる 費用を下げる

（カードに書く、ＷＨＹを繰り返す、原点に帰る）

例示



下位への展開方法

－機能に着目（つまり役割に着目）

・ＸＸＸが必要、正確さ、迅速さ、安く

－業務プロセスに着目（順序、手順）

－資源に着目（人、モノ、金、情報、時間）

－管理サイクルに着目（Ｐｌａｎ-Ｄｏ-Ｓｅｅ）
－現場に着目（数量、品質、コスト、納期・・・）

－内容の説明型（下位で上位の説明をする）



パソコンの用途
• 知る－－－情報の収集（ＨＰ、電子会議室、ＭＬ）
• 作る－－－文書作成（文書、表、グラフ）
• 友人－－－コミュニケーション（メール、掲示板）
• 遊ぶ－－－エンターテイメント（映画、音楽、演芸、ＴＶ）
• 売買－－－買い物、ビジネス（無人店舗、オークション）
• 学ぶ－－－学習（ＨＰ、電子書籍、ｅ－ラーニング）
• 考え－－－アイデアの発想、まとめ（考えを吐きだす）
• 発言－－－情報の発信（ＨＰ、掲示板、ＭＬ、ブログ）
• 研究－－－専門領域の研究（情報収集、計算、まとめ）
• 創る－－－アート（ＣＧ、絵画、音楽、ＰＯＰ広告）
• 健康－－－健康情報、健康診断
• 届け－－－政府、自治体への申請、届け、要求



パソコンの利用準備

解像度

回転数

容量

処理速度

意味

１０２４ｘ７６８

１２８０ｘ１０２４

ドットディスプレイ

７２００rpm以上rpm内蔵ディスク

５１２ＭＢ以上ＭＢメモリ

１Ｇｈｚ以上ｈｚcpu
購入時のめやす単位装置

・通常、メモリ不足、ディスクの読み書きが遅いことが問題になることが多い。

・動画処理、ＣＧ制作、ＣＡＤ利用、統計解析には、高性能が必要。

・デスクトップのほうが堅牢で、ノート型は故障が多い。



周辺装置

最近は、ＵＳＢ接続があり簡単。

通常の文書ファイルの移動に便利。

フロッピーディスク

すこし値が張るが、１２８ＭＢは欲しい。

ＳＤ、メモリスティックなど多種あり。

補助メモリ

容量が大きいものを選ぶ。

（写真使用時は、１５０ＧＢ以上）

ディスク

個人使用では、インクジェット式。

業務用は、レーザー式（高速）。

プリンター

１５インチ以上が見やすい。ディスプレイ

光学式のほうが軽く動く。

無線式は、かなり重たい。

マウス



パソコン購入時の手順

• 箱から出す （箱はしばらくとっておく。修理用）

• モノが不足ないか （機器、部品、マニュアルなど）

• ユーザー登録 （記入して投函）

• メモ （ユーザーｉｄ、シリアル番号）

• 機器の接続 （電源はオフにして接続）

• ソフトのインストール （大半はプリインストール済み。

残りはガイドに従って設定する）

・ ネットワークに接続 （プロバイダ申込、接続の設定）

・ まず使ってみる （付属のマニュアルを参照）



補足：光ケーブル（ＦＴＴＨ）接続の例

パソコン本体
ディスプレイ

キーボード

マウス プリンター

光
終
端
装
置

キ
ャ
リ
ヤ
（通
信
事
業
者
）

プ
ロ
バ
イ
ダ
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（ノート型は接続済み）

Ｉ
Ｐ
電
話
変
換
器

電話局

ル
ー
タ
ー



パソコン操作の基本
① マウス操作の基本

・マウスを目的の場所まで移動

・左クリック（１回押す→選択した）

・左ダブルクリック（２回押す→起動指示）

・右クリック（その時に操作できるメニュー表示）

・ドラグ（左クリックしたまま移動させる）

・中央ローラー（画面を前後左右にスクロール）

・カット＆ペースト（切り取り＆貼付け）

・コピー＆ペースト（切り取り＆貼付け）



② 文字入力の基本
• キーボード入力に慣れる。

・入力モードの選定（ＭＳ－ＩＭＥ、ＡＴＯＣで選ぶ）
「ひらがな」から漢字変換－－－文字が多く不利
「ローマ字」から漢字変換－－－有利

・入力文字の選択
・英数字、かな漢字、カナのいずれかを指定
・漢字切り替え、半角／全角切り替え
・かな漢字／カナ切り替え
・かな漢字入力時、ファンクションキーが有効

（F9=全角英字、F8=半角、F7=カナ、F6=かな）

・特殊キーに慣れる
・ＥＳＣ、Ｃｔｒｌ、Ａｌｔ、Ｓｈｆｔ、Ｔａｂ、ＢＳ
・変換、スペース、再変換、Ｅｎｔｅｒ

• 英数字入力
・Ｓｈｆｔキーで大文字、小文字を変えられる



③ ＷＯＲＤ（ワープロソフト）
文章を高速で入力する方法
・ブラインドタッチ
・キーボードから指を離さない、なるべくマウスを使わない。

・前もって、ページのスタイルを決めておく。
・編集や書式設定は最後にまとめてやる。
・ショートカットキーを使う。

・メニュー表示（Ａｌｔ＋（Ｆ、Ｅ、Ｖ、Ｉ、Ｏ、Ｔ、Ａ、Ｗ、Ｈ））
・全体を選択（ｃｔｒｌ＋Ａ）、行指定（ｓｈｉｆｔ＋Ｆｎ＋「→ ←」）
・文字列範囲指定（ｓｈｉｆｔ＋「→」）
・右クリックの代わりでメニュー表示（ｓｈｉｆｔ＋F10）
・コピー（ｃｔｒｌ＋Ｃ）、切取り（ｃｔｒｌ＋Ｘ）、貼付け（ｃｔｒｌ＋Ｖ）
・太字（ｃｔｒｌ＋Ｂ）、イタリック（ｃｔｒｌ＋Ｉ）、下線（ｃｔｒｌ＋Ｕ）
・元に戻す（ｃｔｒｌ＋Ｚ）
・小文字入力（Ｌ＋文字）（Ｘ＋文字）
・中央揃え（ｃｔｒｌ＋Ｅ）、右揃え（ｃｔｒｌ＋Ｒ）、左揃え（ｃｔｒｌ＋Ｌ）
・文頭（ｃｔｒｌ＋ＨＯＭＥ）、文末（ｃｔｒｌ＋ＥＮＤ）
・ページジャンプ（ｃｔｒｌ＋Ｇ）



進んだパソコン利用法

・ ＥＸＣＥＬでアイデアまとめ

・ マルティメディアの利用

（写真、音楽、動画、放送）

・ ＦＡＸ機器の代替

・ 無料サービスの利用



ＷＷＷからの情報収集法

・検索エンジンの利用
・ロボット方式（検索ロボット）

・キーワード指定して、Webサイトを探す

・ディレクトリー（登録簿）方式
・情報提供サイトの利用
・メーリング・リストの利用
・インターネット・サーフィン



キーワードの指定方法

うまく絞りこむには、以下の方法が有効

・ＡＮＤ条件を使う （○○○ △△△ □□□）

・上位概念より下位概念のコトバを使う

（宇宙→銀河、太陽系、惑星）

・固有名詞を使う （企業名、商品名、人名・・・）

・正確な用語を使う （人口→人口ピラミッド）

・サイト主体を絞る （go.jp ac.jp ）

平素から、正確な言葉、用語を身につけておく習慣が重要である。

自分が何をしたいのか、何を調べたいのかを正確に言い表せる。



メールの利点

• 相手が不在でも送信できる

• 簡単に複数宛に同報ができる

• 証拠が残る

• 何度でも見返せる

• ファイルを添付できる（文書、写真、音声・・・）

• 電話や面と向かうよりも言いやすい場合がある

• 電話、ＦＡＸよりも通信料金が安い

• 「受信」という引き金があるので、情報の見落としが無い。

（メールマガジン購読）

・まぐまぐ http://www.mag2.com/
・メルマ http://www.melma.com/

http://www.mag2.com/
http://
www.melma.com


ファイリングの問題解決

パソコンを使えば、ファイリングの

大半の問題が解決する。

①分類上の問題解決

②形状の不揃いの問題解決（デジタル情報）

③ スペースの問題解決



パソコンの欠点と対策

① たまに故障がある

・文書作成途中でも「ＳＡＶＥ」を実行 （上書き）

・定期的にバックアップを実行 （媒体を変える）

② 停電時は使えない
・止められない用途であれば、ＵＰＳを設置

無停電電源装置（uninterruptive power supply）、
停電時、バッテリーから電源を供給

パソコンバッテリー インバーター 電圧制御

ＵＰＳ



パソコンのファイルの特徴
① 従来との対比

文書

フォルダ
パイプファイル

キャビネット
保管庫

ファイル

フォルダ

ドライブ

（パソコンでの呼び名）



ファイリングの特徴
ファイル ・いずれのソフトで作成したものでも

全てファイルという

・テキスト、画像、音声も全てファイル

・データ、プログラムとも同じ扱い

フォルダ ・階層をつくることができる

（大分類、中分類、小分類）

ドライブ ・Ａ、Ｂ ----- フロッピーディスク

・Ｃ、Ｄ ----- ハードディスク
・Ｅ ----- ＣＤ、ＤＶＤ
・Ｆほか---- 他のメディア（ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ、

ｽﾏｰﾄﾒﾃﾞｨｱ、ｽﾃｨｯｸ・・・・）外部記憶媒体



ファイルの構造
ドライブ ｎ

フォルダ１ フォルダ１１

フォルダ１２

フォルダ２

ファイル１

ファイル２

ファイル３

ファイル４

ファイル５

ファイル６

ファイル７

ファイル８



用途に合わせたドライブ（媒体）
• プログラム →内蔵ディスク
• 文書 →内蔵ディスク
• 写真は →ＣＤ
• 音楽は →よく聴く曲は、内蔵ディスク

→コレクションはＣＤ，ＭＤ
• 動画は →ＤＶＤ（４．７ＧＢ）
• コピー →プログラムは、ＣＤ

→文書は、ＦＤＤ、ＣＤ
・バックアップ →プログラムは、ＣＤ、ＤＶＤ

→文書は、ＦＤＤ、ＣＤ
・一時的 →ｽﾏｰﾄﾒﾃﾞｨｱ、ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘｰ、

メモリーｽﾃｨｯｸ・・・・



コピーの作成

・障害に備える （フォルダー単位だと漏れない）

・ファイルの写しを別の媒体に作成する。

・方法は、コピー操作よる。
・新たに作成した大切な文書は、必ず２重に

コピーをとる。 （ＦＤＤ、他の媒体）

新規作成ファイル

新規作成ファイル

新規作成ファイル

その都度コピー

その都度コピー

その都度コピー

＋
定期的にバックアップ

（毎週とか）

定期的にコピー
（フォルダ単位）



バックアップ／復元
・内蔵ハードディスクの故障に備える

・ファイルを別の媒体に圧縮して保存する
・Ｄドライブ、外付けハードディスク、
光磁気ディスク、大容量ＰＣカードなど

・通常、以下の情報が保存される。

（通信設定情報、お気に入り、メール設定情報、
メールメッセージ、マイドキュメント、など）

・機種専用のバックアップ、復元のソフトが
ペアになっている。

・さらに別の媒体にコピーしておくのが望ましい。

・詳細は、パソコン付属のマニュアルを参照



データの圧縮
・圧縮とは

・ファイルの容量を小さくすること

例示：ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ

→１５Ａ（１５個のＡの意味）

・文書よりも画像ファイルの方が効果が大きい

・ディスク容量、通信費用、通信時間少なくできる

・圧縮、解凍ソフトを使用する

・圧縮の対象
・画像をパソコンに入れる場合

・容量の大きな文書、画像をメールに添付する場合

・画像をホームページに載せる場合



データの圧縮方法
①文書（ｗｏｒｄ、ｅｘｃｅｌ など）は、通常、

・１００ＫＢ以内は圧縮不要。
②写真、動画、音楽は、通常は圧縮済み

・パソコンに入れる前に、一旦、圧縮してある
（ＧＩＦ、ＪＰＥＧ、ＭＰＥＧ、ＭＰ３）

・さらに圧縮するには、サイズを小さくする必要ある
③スキャナーで取り込んだ画像は、

・ＢＭＰ形式の場合、容量が大、
・ＪＰＥＧやＰＤＦ形式に変換すれば、圧縮できる
・最近のスキャナーは、形式が選択できる

（事例：Ａ４の新聞の場合で、
ＢＭＰ形式 ５，６００ＫＢ
ＪＰＥＧまたは、ＰＤＦ形式 ３２０ＫＢ）



データ圧縮の技術１
①文書ファイルの圧縮---個人が開発しフリーで公開

・国内では、LHa（ラー）、 吉崎栄泰氏の作

・海外では、Ｚｉｐ（ジップ）、 PKWARE社の作
・その他、 CAB（キャブ）、 マイコロソフト社の作

・圧縮／解凍の両方向が可能
・ソフトのアイコンにドラグ＆ドロップするだけ
・１ファイルでも複数ファイル同時（書庫）でも可能
・圧縮ファイルは、自己解凍方式（解凍ソフト＋圧縮ファイル）

であり、クリックするだけでよい

・ソフトの紹介
・LHa、LHUT32、 Lhasa （unLHa32.dllプログラム要）
・ +Lhaca （筆者が愛用中）



データ圧縮の技術２

②画像、音声ファイルの圧縮

動画、音声用の圧縮方式は、今なお改善中

画像用
・ＴＩＦＦ、静止画像の形式、非圧縮、アルダス社、ＭＳ社（Tagged-Image File Format ）

・ＢＭＰ、静止画像の圧縮方式、ＭＳ社、圧縮率は低いが、互換性が高い( Bitmap)
・ＪＰＥＧ（ＪＰＧ）、カラー静止画像の圧縮方式、自然画像向き（Joint Photographic Experts Group ）

・ＧＩＦ、インターネットでの画像圧縮方式、２５６色まで、ライセンス料必要（Graphics Interchange Format ）

・ＰＮＧ、インターネットでの画像圧縮方式（Portable Network Graphics）

動画用
・ＭＰＥＧ１、ＣＤ、パソコン用（１．５Ｍｂｐｓ）、（Motion picture Expert Group）
・ＭＰＥＧ２、ＤＶＤ、放送用（３～２０Ｍｂｐｓ）

・ＭＰＥＧ４、衛星、無線、携帯などの移動体用

・Ｑｕｉｃｋ Ｔｉｍｅ 、アップル社、mov形式

音声用
・Ｏｇｇ Ｖｏｒｂｉｓ、新開発、オープン

・ＭＰ３、インターネットでの主流（MPEG Audio Layer－３）

・ＭＩＤＩ、電子楽器とパソコンをつなぐ時の方式、コンパクト（Musical Instruments Digital Interface）
・ＷＡＶＥ，Ｗｉｎｄｏｗｓ、ＯＳ２用

・ＷＭＡ、圧縮率が高い、（Windows Media Audio）



自作ホームページの用途
① 個人からの情報発信

・自分の考え、趣味、写真、ＣＧ、音楽・・・

② コミュニケーションの手段
・双方向で、情報交換（掲示板、チャット、会議室）
・同好会、同窓会の活性化（掲示板、写真集）

③紙資料の配布量削減
・会議資料、レジュメ、写真などの配布の代わり

④個人営業、宣伝
・趣味のものを販売など

⑤ 私的な使い道（パスワード設定が必須）

・外出先での私的な資料検索（自分のメモ用）
・自分用の資料、表

・狭い範囲でのコミュニケーション
・家族などの親しい範囲



ホームページの構成要素

①ＨＴＭＬ＝表示する内容（データ）を記述する言語

②ＦＴＰ＝ＦＴＰサーバーへのＨＰ内容の転送方法

③ＵＲＬ ＝データの格納コンピュータを示す番地

④ハイパーリンク＝他のＷｅｂページに飛ぶ技法

⑤ＨＴＴＰ＝ブラウザにデータを転送する方法

⑥ブラウザ＝データを表示するソフト



インターネット

ホームページの図解 原稿

ＨＴＭＬで記入

ＨＰの
内容

登録
（ＦＴＰ）

ブラウザー

ＵＲＬ-１ ＵＲＬ-２

ＵＲＬ-３ ＵＲＬ-４

ハイパーリンク

ＨＴＴＰ

①

②

⑤

⑥

④

③



ホームページ作成に要する知識

パソコンの総集編的な知識が必要。
・パソコンの構成（機器の関係と接続）

・パソコンの操作（マウスと日本語入力）

（アイコン操作、カット＆ペースト）

・ワープロソフト利用（文書作成）

・リンク方法（ハイパーリンクの設定）

・ファイル知識（保存方法、名前付け、圧縮）

・Ｗｅｂサイトの構造（パソコンとＷｅｂサイトの関連）

・ファイル転送（ＦＴＰ利用）ーーーＨＰ特有の知識



ホームページ作成の道具
• プロバイダ加入

• 通信回線の契約、回線接続機器

• パソコン（ＨＰ作成用）

• ソフト

・ＨＴＭＬ自動生成ソフト

ＨＴＭＬ言語がつかえなくても自動生成できる

・ファイルの転送用ソフト

ＦＴＰ（Ｆｉｌｅ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）

• ＵＲＬ（ＨＰのアドレス）

• ＦＴＰサーバー

• Ｗｅｂサーバー



ＨＰ作成の手順

① ＨＰサービスの申込

② ソフトの入手

③ 全体の構成を考える

④ フォルダの作成

⑤ 原稿の作成

⑥ リンクの設定

⑦ ファイル転送

準備

本作業



ＨＰ作成の概要

プロバイダ

Ｗｅｂサーバー

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

もとねた

ＨＰ用データ
（ＰＣ中のＨＰ）

ＨＴＭＬ自動
生成ソフト

ファイル転送
ソフト（ＦＴＰ）

ＨＰ閲覧ユーザー

パソコン

ディスクスペース

文書、
表

ＨＰサービスを兼ねる
プロバイダ有り

ＦＴＰサーバー

ＨＰサービス業者時間がかかるのは、
ここ！！。あとは
ＰＣ操作のみ。



ホームページの公開
せっかく制作したホームページを多くの人に見てもらうためには

努力が必要。 （ただし、公序良俗に反しない内容であること。）

①知り合いにメールで知らせる。

②他のＷｅｂサイトにリンクを貼ってもらう。
・地道に、内容を充実させることが近道

③ＵＲＬを検索エンジンに登録する。

登録の種類

・ロボット型 （Ｇｏｏｇｌｅ、ｉｎｆｏｓｅｅｋなど）

・審査あり （Ｙａｈｏｏなど（審査料金が必要））

・運営者が収集 （Ａｌｌ Ａｂｏｕｔ Ｊａｐａｎなど）

・有料登録 （ｌｏｏｋｓｍａｒｔなど）

・登録者依存 （申請すればすべて登録）



Ｇｏｏｇｌｅの時代
・検索エンジンのシェア

日本では、逆転現象

１位 Yａｈｏｏ！ (44.9%)

２位 Ｇｏｏｇｌｅ日本語 (14,8%)

３位 Yａｈｏｏ！ディレクトリ型 (14.1%)

４位 ＭＳＮ （９．８％）

５位 Ｇｏｏ (3.1%)

６位以下（Biglobe、Excite、nifty、infoseek）

参考値：Ｇｏｏｇｌｅの株価時価総額：

マイクロソフト ３０兆円

Ｇｏｇｇｌｅ １１兆円

Ｙａｈｏｏ！ ５兆円

Ｇｏｏｇｌｅの検索エンジン技術

・引用リンク元の数、評価レベルを重視

・キーワード連呼のような姑息な手段を

排除し、内容を重視

・イメージ、地図、ローカル情報、

高度な電卓機能、Ｃａｃｈｅなどを追加

世界のシェア

1位 Google （56.4% ）
2位 Yahoo （21.1%）
3位 MSN Search （9.2%）
4位 AOL Search （3.8% ）
5位 Terra Lycos （2.0％）
6位 Altavista （1.7%）
7位 Ask Jeeves （ 1.7%）

＜OneStat.com より、2004年＞



参考書、参照Ｗｅｂサイト
• 石田晴久「コンピュータの名著・古典１００冊」 インプレス社

• 坂村 健「痛快！ コンピュータ学」 集英社インターナショナル

• 小暮 仁「教科書 情報と社会」 日科技連
• 東京電機大学パソコン力向上委員会

「ゼロからわかる基本用語 パソコン力養成ゼミ」 同大出版局

• パソコン用語事典 岡本茂ほか 技術評論社

・ （財）インター協会 監修 「インターネット白書２００３」 インプレス社

• アスキーＩＴ用語字典 http://yougo.ascii24.com/gh/
• 情報通信白書for kids http://www.kids.soumu.go.jp/
• 首相官邸、ＩＴ戦略本部

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/index.html

http://yougo.ascii24.com/gh/
http://www.kids.soumu.go.jp/
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/index.html

